
主 催： 歴史教育者協議会 武蔵野支部    問合先： 090-9386-8004（土田）  

 

期 日 ： １１月１０日（金） １９：００～２１：００  

配信方法： オンライン配信  Zoom  
＊開始までに Zoomソフト（またはアプリ）のインストールをしておいてください。 

＊マイク・スピーカーが内蔵または外付けのパソコン、スマホ、タブレットが必要です。 

講 師 ： 太田 直子さん（株式会社グループ現代ディレクター） 

参加費 ： 500 円（税込、オンライン決済のみ） 

申し込み：11月 9日（木）12:00 までに次のURL か QRコードよりお申し込みください。 
http://ptix.at/IlElly 

ご登録いただいたメールアドレスに、11月 9日 12:00 以降、当日の Zoomリンク 

先 URL と PDF 資料を送ります。 

11 月 10 日当日に Zoomリンク先URL が届いていない場合、以下までメールでお問 

い合わせください。rekyo.musashino@gmail.com（武蔵野支部） 

 

申し込み締切：11月 12 日 18:00 まで 
 

＜講師プロフィール＞ 

1991 年『教えられなかった戦争 侵略・マレー半島』演出助手。以後、フリーの映像ディレクター。『月明かりの下で～ある定時制高校の

記憶』で文化庁映画賞文化記録映画優秀賞（2010 年）、『まなぶ 通信制中学 60 年の空白を越えて』（	2017 年	）文化庁映画賞文化記録映

画秀賞、『玉砕の島を生きて』（	2021 年	）。「俺は母ちゃんを殺した」（2005 年）、「テージセー～1461 日の記憶」（2007 年）を制作。 

 

 

1993年、1冊の本との出会いから広がったサイパンを
含む旧南洋群島の戦争への取材。それまでサイパン陥落
は東京大空襲の前段で語られる一行でしかなく、島にい
た人たちは全滅したと思い込んでいた私は、「知らなか
った」という申し訳なさも加わって、当時、サイパン・
テニアンで地上戦に巻き込まれた人たちへの聞き取りを
重ねてきました。一人一人顔の見える家族の、戦後そし
て現在につながる物語をかけがえのないものと思う時、
本当に戦争の悲惨さが心に刻まれるのではないでしょう
か。自らは声を上げられない人たちの声を、できるだけ
聞き取って世に残したい。そんな思いでこの夏、番組を
制作しました。「玉砕」の島で何があったのか。伺った
人たちの声をお伝えしたいと思います。 

 

放送文化基金優秀賞、 

ギャラクシー優秀賞、 

A T P グランプリ 

石橋湛山記念早稲田ジャーナリズム大賞 


